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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次

　
前第１四半期連結
累計（会計）期間　

　

当第１四半期
累計（会計）期間　

前連結会計年度

会計期間
自平成20年４月１日
至平成20年６月30日

自平成21年４月１日
至平成21年６月30日

自平成20年４月１日
至平成21年３月31日

売上高（百万円） 6,468 5,210 23,520

経常利益（百万円） 285 302 1,058

四半期(当期)純利益（百万円） 74 168 364

持分法を適用した場合の投資利益（百

万円）
－ 3 －

資本金（百万円） － 1,100 －

発行済株式総数（千株） － 22,000 －

純資産額（百万円） 29,615 29,166 28,945

総資産額（百万円） 36,837 34,840 34,521

１株当たり純資産額（円） 1,517.92 1,516.48 1,505.00

１株当たり四半期(当期)純利益金額

（円）
3.87 8.78 18.91

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） 79.5 83.7 83.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
276 66 1,681

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△264 △62 151

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△146 △144 △361

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
6,022 7,042 7,182

従業員数（人） 394 377 367

　（注）１．前連結会計年度まで連結財務諸表を作成しているため、前第１四半期累計（会計）期間及び前事業年度に代

　　　　　　えて前第１四半期連結累計（会計）期間及び前連結会計年度について記載しております。

      　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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２【事業の内容】

　当第１四半期会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

　提出会社の状況 平成21年６月30日現在

従業員数（人） 377 (101)

　（注）　従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員等を含む。）は、当第１四半期会計期間の平均人員を（　）外数で

記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

当社は、主に塗料の製造、販売を行っているため、セグメント別の記載を行っておりません。また、第57期以前は連結財

務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。　

(1）生産実績

当第１四半期会計期間の生産実績を、生産分類別に示すと、次のとおりであります。

生産分類別種類
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

ラッカー性塗料類（百万円） 85

合成樹脂塗料類（百万円） 2,797

その他雑類（百万円） 857

合計（百万円） 3,739

　（注）１．金額は、製造原価によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

当第１四半期会計期間の商品仕入実績を、商品分類別に示すと、次のとおりであります。

商品分類別種類
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

ラッカー性塗料類（百万円） 11

合成樹脂塗料類（百万円） 88

その他雑類（百万円） 94

塗料類計（百万円） 194

調色用器具類等（百万円） 153

合計（百万円） 347

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

当社は、見込み生産を行っているため、該当事項はありません。
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(4）販売実績

当第１四半期会計期間の販売実績を、商品分類別に示すと、次のとおりであります。

商品分類別種類
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

ラッカー性塗料類（百万円） 157

合成樹脂塗料類（百万円） 3,625

その他雑類（百万円） 1,295

塗料類計（百万円） 5,078

調色用器具類等（百万円） 131

合計（百万円） 5,210

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

　

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。また、前第１四半期

会計期間は四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っておりません。

(1)業績の状況

　第１四半期会計期間におけるわが国経済は、輸出の回復や在庫調整の進展、政府の経済対策の効果などにより、景

気の急激な悪化には歯止めが掛かったものの、世界的な金融危機の影響や世界景気の下振れ懸念等により、依然と

して厳しい状況が続いております。

　塗料業界においては、汎用塗料分野における建築・外装、自動車補修、木工等の分野において需要が引き続き低調

に推移したことに加え、自動車、電気・機械・金属、海外分野等で需要が大幅に落ち込みました。それに伴い、国内生

産量、出荷数量も大幅にダウンし、累計出荷金額ベースでも前年を大きく下回る結果となりました。

　このような経済状況のもとで、当社グループ（当社及び当社の関連会社）は、企業の社会的責任を果たしつつ経営

資源を活用し、国内は勿論、海外市場開拓も含めて積極的な売上増進に努めましたが、当第１四半期会計期間の売上

高は、遺憾ながら52億10百万円となりました。一方、収益面では、生産効率の向上、社内コスト削減、調達コストの削

減等の努力により、営業利益２億２百万円、経常利益３億２百万円、四半期純利益１億68百万円となりました。

　製品分野別の業績は次の通りであります。

　①車輌塗料分野

　　国内市場においては、新車販売台数大幅減の影響や、大型車両需要の大幅な減少もありましたが、販売店や

　　ユーザーを対象に環境セミナーを実施し、VOC排出50％削減が可能なプロタッチハイソリッド仕様、PRTR対応型

　　の「マルチトップハイクリヤー」等環境対応製品の拡販を図り、売上高の減少を微減に留めることができまし

　　た。

　②建築塗料分野

　　　環境負荷の少ない水性塗料、鉛・クロムフリー塗料、高性能弱溶剤塗料、遮熱塗料等の拡販に努めましたが、

　　売上高は前年同期比3.6％減となりました。

③工業塗料分野

　　景況悪化の直接的影響がもっとも顕著に及んでおり、従来の需要量が半減又はそれ以上の減少となる取引先が

　　増加し、売上高の減少を余儀なくされました。そうした厳しい環境下、新規顧客の開拓や接着剤分野での営業努

　　力により、最終的に売上高は前年同期比12.9％減となりました。

④家庭塗料分野

　　　主力のエアゾール製品の販売が前年並みに推移した事に加え、高耐候製品、高付加価値製品の拡販に努めた結

　　果、売上高は前年同期比2.0％増となりました。

　（注）当社は、主に塗料製造販売を行っており、塗料製造販売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグ　　

　　　　メントの売上高の合計、営業利益及び全セグメント資産の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超であ　　　　

　　　　るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。また、所在地別セグメント情報につきま

　　　　しても、本邦の売上高及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計及び全セグメント資産の金額の合計

　　　　額に占める割合がいずれも90％超であるため、記載を省略しております。

　

(2）キャッシュ・フローの状況

　　当第１四半期会計期間における現金及び現金同等物は（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて１億39

百万円減少し、当第１四半期会計期間末には70億42百万円となりました。

当第１四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は、66百万円となりました。主な要因は、税引前四半期純利益２億98百万円、減価　　償

却費２億６百万円、仕入債務の増加１億85百万円等の資金の増加があったものの、売上債権の増加額５億93百万円

等の資金の減少があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、62百万円となりました。主な要因は、有形固定資産の取得によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、１億44百万円となりました。主な要因は、配当金の支払によるものです。
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　(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第１四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

　当第１四半期会計期間における研究開発活動の金額は、１億31百万円であります。

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

EDINET提出書類

ロックペイント株式会社(E00907)

四半期報告書

 7/27



第３【設備の状況】

　(1）主要な設備の状況

　　当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2）設備の新設、除却等の計画　

　　当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 88,000,000

計 88,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年８月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
大阪証券取引所

市場第二部

単元株式数

1,000株

計 22,000,000 22,000,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

－　 22,000,000 －　 1,100 － 530

（５）【大株主の状況】

　　　 大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

　　ん。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 　2,767,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　19,161,000 19,161 －

単元未満株式 普通株式　　　72,000 － －

発行済株式総数 　　　　　　22,000,000 － －

総株主の議決権 － 19,161 －

 

②【自己株式等】

 平成21年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

ロックペイント株式会社
大阪市西淀川区姫島

３丁目１番47号　
2,767,000－ 2,767,000 12.58

計 － 2,767,000－ 2,767,000 12.58

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成21年４月 ５月 ６月

最高（円） 520 535 554

最低（円） 490 500 500

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

（１）前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の「四半期連結財務諸

表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）に基づいて作成しております。 　

　

（２）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　　

（３）前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は四半期財務諸表を作成してい

ないため、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期損益計算書及び

四半期キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30

日まで）に係る四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書を記載しております。　

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６

月30日まで）及び当第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、大阪監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

   資産基準　           0.7％

   売上高基準           2.2％

　 利益基準             0.6％

　 利益剰余金基準       0.1％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】
【当第１四半期会計期間末】

（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,102

受取手形及び売掛金 5,390

商品及び製品 2,389

仕掛品 551

原材料及び貯蔵品 1,602

その他 441

貸倒引当金 △12

流動資産合計 17,465

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 4,719

土地 7,561

その他（純額） ※
 1,977

有形固定資産合計 14,259

無形固定資産 104

投資その他の資産 3,055

貸倒引当金 △44

固定資産合計 17,375

資産合計 34,840

負債の部

流動負債

買掛金 2,780

未払法人税等 132

賞与引当金 343

その他 793

流動負債合計 4,048

固定負債

退職給付引当金 1,419

役員退職慰労引当金 103

その他 102

固定負債合計 1,625

負債合計 5,674
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（単位：百万円）

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,100

資本剰余金 530

利益剰余金 29,317

自己株式 △2,159

株主資本合計 28,787

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 378

評価・換算差額等合計 378

純資産合計 29,166

負債純資産合計 34,840
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【前連結会計年度末】
（単位：百万円）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,262

受取手形及び売掛金 4,797

商品及び製品 2,432

仕掛品 667

原材料及び貯蔵品 1,633

その他 405

貸倒引当金 △10

流動資産合計 17,187

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 4,789

土地 7,561

その他（純額） 2,059

有形固定資産合計 14,411

無形固定資産 103

投資その他の資産 ※1
 2,862

貸倒引当金 △44

固定資産合計 17,333

資産合計 34,521

負債の部

流動負債

買掛金 2,594

未払法人税等 337

賞与引当金 225

その他 798

流動負債合計 3,955

固定負債

退職給付引当金 1,407

役員退職慰労引当金 111

その他 100

固定負債合計 1,619

負債合計 5,575
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（単位：百万円）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,100

資本剰余金 530

利益剰余金 29,292

自己株式 △2,159

株主資本合計 28,763

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 182

評価・換算差額等合計 182

少数株主持分 －

純資産合計 28,945

負債純資産合計 34,521
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（２）【四半期損益計算書】
【前第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

売上高 6,468

売上原価 5,320

売上総利益 1,147

販売費及び一般管理費 ※
 982

営業利益 164

営業外収益

受取利息 2

受取配当金 35

受取賃貸料 47

業務受託手数料 28

持分法による投資利益 4

その他 19

営業外収益合計 136

営業外費用

売上割引 7

雑支出 6

その他 2

営業外費用合計 16

経常利益 285

特別利益

前期損益修正益 0

特別利益合計 0

特別損失

減損損失 108

その他 1

特別損失合計 110

税金等調整前四半期純利益 175

法人税、住民税及び事業税 84

法人税等合計 84

少数株主利益 16

四半期純利益 74
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【当第１四半期累計期間】
（単位：百万円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 5,210

売上原価 4,100

売上総利益 1,109

販売費及び一般管理費 ※
 906

営業利益 202

営業外収益

受取利息 1

受取配当金 15

受取賃貸料 46

業務受託手数料 33

雑収入 11

営業外収益合計 107

営業外費用

売上割引 5

雑損失 1

営業外費用合計 7

経常利益 302

特別利益

特別利益合計 －

特別損失

固定資産除却損 4

固定資産売却損 0

特別損失合計 4

税引前四半期純利益 298

法人税等 129

四半期純利益 168
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
【前第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 175

減価償却費 222

減損損失 108

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △5

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 117

受取利息及び受取配当金 △38

持分法による投資損益（△は益） △4

その他の流動資産の増減額（△は増加） △65

投資有価証券評価損益（△は益） 0

有形固定資産除却損 0

売上債権の増減額（△は増加） △770

たな卸資産の増減額（△は増加） 6

仕入債務の増減額（△は減少） 532

未払消費税等の増減額（△は減少） △28

その他の流動負債の増減額（△は減少） △113

その他 168

小計 322

利息及び配当金の受取額 38

法人税等の支払額 △85

営業活動によるキャッシュ・フロー 276

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △20

定期預金の払戻による収入 20

有形固定資産の取得による支出 △310

貸付けによる支出 △112

貸付金の回収による収入 5

その他の支出 △0

その他の収入 153

投資活動によるキャッシュ・フロー △264

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △142

少数株主への配当金の支払額 △3

財務活動によるキャッシュ・フロー △146

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △134

現金及び現金同等物の期首残高 6,157

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 6,022
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【当第１四半期累計期間】
（単位：百万円）

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 298

減価償却費 206

退職給付引当金の増減額（△は減少） 11

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1

賞与引当金の増減額（△は減少） 117

受取利息及び受取配当金 △16

有形固定資産売却損益（△は益） 0

有形固定資産除却損 1

売上債権の増減額（△は増加） △593

たな卸資産の増減額（△は増加） 189

仕入債務の増減額（△は減少） 185

その他の流動資産の増減額（△は増加） △21

その他の流動負債の増減額（△は減少） 11

その他 △1

小計 385

利息及び配当金の受取額 17

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △335

営業活動によるキャッシュ・フロー 66

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △66

有形固定資産の売却による収入 0

無形固定資産の取得による支出 △3

貸付けによる支出 △33

貸付金の回収による収入 20

定期預金の預入による支出 △20

定期預金の払戻による収入 40

その他の支出 0

その他の収入 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △62

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △144

財務活動によるキャッシュ・フロー △144

現金及び現金同等物に係る換算差額 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △139

現金及び現金同等物の期首残高 7,182

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,042
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【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

（四半期貸借対照表）

　「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日　内閣府令

第50号）の適用に伴い、前第１四半期連結会計期間において、「商品」「製品」として掲記されていたものは、当第１

四半期会計期間は「商品及び製品」と一括して掲記しております。なお、当第１四半期会計期間に含まれる「商品」

「製品」は、それぞれ63百万円、23億25百万円であります。

　

　

【簡便な会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度決算において算定した貸倒実績率を使用して一般債権

の貸倒見積高を算定しております。

２．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期

間按分して算出する方法によっております。

　

　　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

  税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、24,316百万円であります。

　

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

投資有価証券（株式）         120百万円

２　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締結しております。これら契

約に基づく当連結会計年度末の借入未実行残高は次のとおりであります。

当座貸越極度額の総額 2,900百万円

借入実行残高 －百万円

差引額 2,900百万円

　

　

　

（四半期損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給料及び手当  343百万円

賞与引当金繰入額  66 

役員賞与引当金繰入額  7 

退職給付引当金繰入額  15 

役員退職慰労引当金繰入額  5 

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給料及び手当  260百万円

賞与引当金繰入額  49 

退職給付費用  14 

役員退職慰労引当金繰入額  5 

貸倒引当金繰入額  1 
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定      6,102　

預入期間が３か月を超える定期預金  △80

現金及び現金同等物      6,022　

 

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月30日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定      7,102　

預入期間が３か月を超える定期預金  △60

現金及び現金同等物      7,042　

　

　

　　

（株主資本等関係）

当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年６月30

日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  22,000千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式  2,767千株

３．配当に関する事項

配当金支払額　

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 144 7.5 平成21年３月31日 平成21年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

当社グループは、主に塗料の製造・販売並びにこれらの付随業務を行っており、塗料の製造販売事業の売上高及び

営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占める割合がいずれも90％超である

ため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の記載

を省略しております。

【海外売上高】

　前第１四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年６月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　

　　

　

（持分法損益等）

 
当第１四半期会計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

関連会社に対する投資の金額（百万円） 120

持分法を適用した場合の投資の金額（百万円） 8

持分法を適用した場合の投資利益の金額（百万円） 3
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（１株当たり情報）

 １．１株当たり純資産額

当第１四半期会計期間末
（平成21年６月30日）

１株当たり純資産額 1,516.48円

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 1,505.00円

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 3.87円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。　

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（百万円） 74

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 74

期中平均株式数（千株） 19,287

当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 8.78円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日）

四半期純利益（百万円） 168

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 168

期中平均株式数（千株） 19,232

　

　

（重要な後発事象）

当第１四半期会計期間（自平成21年４月１日 至平成21年６月30日）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年８月13日

ロックペイント株式会社

取締役会　御中

大阪監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 佐野　聰雄　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 辻村　弘睦　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 池尻　省三　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロックペイント株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ロックペイント株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年８月12日

ロックペイント株式会社

取締役会　御中

大阪監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 池尻　省三　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 川上　泰秀　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているロックペイント株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第58期事業年度の第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成

21年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ロックペイント株式会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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